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理科課題研究「大芝生は、地震で本当に大きく揺れるのか」 

                   高等科３年 安永 悠希 

1．研究目的 

自由学園の敷地内には大きな高低差があり、地形学的には、上位から武蔵野面、立川Ⅰ面、立川Ⅱ面と呼

ばれる３枚の地形面からなる。上位の武蔵野面は周辺に住宅地がある台地で、その下の立川Ⅰ面には女子部

の校舎がある。最も下位の立川Ⅱ面には大芝生があり、下には小川が流れていて、かつて水田であった場所

である。今まで、地震発生時には武蔵野面の揺れが小さく、大芝生のある立川Ⅱ面が最も大きく揺れると思

われてきた。それを確認することを目的に、各地形面に地震計を設置し、地震時の揺れの違いを調べてみた。 

2．測定方法 

 測定は、東京大学地震研究所から借用した、乾電池

で稼働する地震計（白山工業製 LS-8200）を使用した。

地震計は、2017 年 12 月 15 日～2018 年 1 月 31 日の 47

日間、女子部講堂横（立川Ⅰ面：標高 50m）、大芝生（立

川Ⅱ面：標高 46m）、清風寮（武蔵野面：標高 56m）の

三箇所に設置した。毎週のように電池交換をしながら、

ほぼ連続して測定を行った。観測終了後、地震計にパ

ソコンを接続して全データを吸い上げ、地震研で紙記

録に変換してもらった。その連続した紙記録をすべて

目で見て、地震による揺れと思われる時刻を抜き出し、

そこだけ拡大した波形記録を作成した（図.1）。 

3．解析結果 

 気象庁によれば測定期間中に 21回の有感地震が関東地方で発生したが、そのうち 14回の地震の揺れを今

回の観測で比較することができた(表.1)。 
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これらの地震時の測定記録を

紙に拡大表示し、それぞれの地

点の地震記録の最大振幅を読み

取った。揺れの大きさは、地震

の規模や震源までの距離によっ

て異なるため、振幅の絶対値で

はなく、観測点同士の振幅値の

相関図を作成して比較した

（図.2）。その傾きは、講堂と清

風寮が 1.37（図.2の青）、大芝

生と講堂が 1.43（図.2の緑）、

大芝生と清風寮が 1.93（図.2

の赤）と最も大きくなった。し

たがって、揺れが小さかった順

は、大芝生(立川Ⅱ面)、講堂(立

川Ⅰ面)、清風寮(武蔵野面)となり、どの地震でも、清風寮(武蔵野面)が大芝生(立川面)の約 2 倍の揺れが

あったことがわかった。 

4．考察 

自由学園の敷地周辺は、かつて多摩川の本流が流れていて、その礫層が約 10ｍ近く堆積し、その上部に関

東ローム層（火山灰と風成二次堆積物からなる）が堆積している。武蔵野面と立川面では、離水の時期が異

なり、関東ローム層の厚さが違う(図.3)。今回の測定結果では、関東ローム層の最も厚い武蔵野面が大きく

揺れたことから、地表の揺れの違いは、関東ローム層の厚さが原因であることを示唆している。 

今まで、校内では武蔵野面である清風寮の揺れが小さく、比較的に低地である立川面の大芝生が最も揺れ

るとされてきた。本研究でも大芝生が最も揺れる地形面と仮説を立てたが、結果は逆であった。今回は、各

地形面 1箇所のみの測定であった。今後は、さらに多くの地点で地震の揺れを測定し、敷地内の揺れの違い

を検証していく必要がある。 

地震の観測、研究のまとめに関しては、東京大学地震学研究所 酒井慎一准教授にご指導いただいだ。こ

こに感謝申し上げます。 
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